
(57)【要約】

【課題】穿刺針が外筒カテーテル内腔内に収納されてい

る状態なのか、外筒

カテーテル先端より突出している状態なのかを容易に認

識できる内視鏡注射針を提供すること。

【解決手段】先端に穿刺針が取り付けられており、後端

にはシリンジが接続される内部グリップが取り付けられ

た内筒カテーテル、該内筒カテーテルの長手方向に前後

できる内腔を有した外筒カテーテル、及び該外筒カテー

テル末端に取り付けられており、該内部グリップが長手

方向に前後できる内腔を有した外部グリップとから構成

される内視鏡用注射針であって、該外筒カテーテルの先

端から該穿刺針が突出していることを示す表示を該内部

グリップの外周上の一部に設け、更に該外部グリップの

外周の一部に窓又は溝を設けたことを特徴とする内視鏡

用注射。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 に 穿 刺 針 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 後 端 に は シ リ ン ジ が 接 続 さ れ る 内 部 グ リ ッ プ が 取 り
付 け ら れ た 内 筒 カ テ ー テ ル 、 該 内 筒 カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後 で き る 内 腔 を 有 し た 外 筒
カ テ ー テ ル 、 及 び 該 外 筒 カ テ ー テ ル 末 端 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 内 部 グ リ ッ プ が 長 手 方
向 に 前 後 で き る 内 腔 を 有 し た 外 部 グ リ ッ プ と か ら 構 成 さ れ る 内 視 鏡 用 注 射 針 で あ っ て 、 該
外 筒 カ テ ー テ ル の 先 端 か ら 該 穿 刺 針 が 突 出 し て い る こ と を 示 す 表 示 を 該 内 部 グ リ ッ プ の 外
周 上 の 一 部 に 設 け 、 更 に 該 外 部 グ リ ッ プ の 外 周 の 一 部 に 窓 又 は 溝 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 用 注 射 針 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 注 射 針 を 挿 入 し て 、 患 部 に 薬 液 等 を 注 入 す る 内 視 鏡 用
注 射 針 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
体 腔 内 の 患 部 に 薬 液 等 を 注 入 す る た め に 、 内 視 鏡 の 鉗 子 口 よ り 注 射 針 を 挿 入 し て 患 部 に 穿
刺 し 、 薬 剤 を 注 入 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 こ の よ
う な 注 射 針 は 、 穿 刺 針 が 先 端 に 固 定 さ れ 、 薬 液 が 流 れ る ル ー メ ン を 有 す る 内 筒 カ テ ー テ ル
、 こ の 内 筒 カ テ ー テ ル を 内 腔 に 挿 入 し 、 カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後 で き る 外 筒 カ テ ー テ
ル 、 針 先 を 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 か ら 突 出 さ せ る た め の 内 部 グ リ ッ プ 、 外 部 グ リ ッ プ 、 突 出
し た 針 の 位 置 を 決 め る た め に 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 に 固 定 さ れ た ス ト ッ パ ー か ら 構 成 さ れ る
。 穿 刺 針 先 端 を 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 か ら 突 出 さ せ る に は 、 内 部 グ リ ッ プ 基 端 側 を 外 部 グ リ
ッ プ 側 へ 押 し 込 む こ と で 外 部 グ リ ッ プ に 設 け ら れ た ス ラ イ ド 溝 に 沿 っ て 内 部 グ リ ッ プ も 押
し 込 ま れ る た め 穿 刺 針 が 外 筒 カ テ ー テ ル の 先 端 よ り 突 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 こ の タ イ プ の 内 視 鏡 用 注 射 針 は 穿 刺 針 を 外 筒 カ テ ー テ ル に 収 納 し た 状 態 か
ら 突 出 し た 状 態 に な る ま で 内 部 グ リ ッ プ を 外 部 グ リ ッ プ 長 手 方 向 に 押 し 込 む 距 離 が 約 １ ０
～ １ ５ ｍ ｍ と わ ず か で あ る 。 そ の た め グ リ ッ プ 部 を 見 た だ け で は 穿 刺 針 が 外 筒 カ テ ー テ ル
内 腔 に 収 納 さ れ た 状 態 に あ る の か 、 そ れ と も 突 出 し た 状 態 に あ る の か 、 ひ と 目 で は 判 断 し
難 く 、 更 に 内 部 グ リ ッ プ と 外 部 グ リ ッ プ が 同 色 の 場 合 に は 更 に わ か り 難 い と い う 問 題 点 が
あ っ た 。 ま た 穿 刺 針 が 外 筒 カ テ ー テ ル か ら 突 出 し た 状 態 で 内 視 鏡 の 鉗 子 口 か ら カ テ ー テ ル
を 引 き 抜 く あ る い は 挿 入 す る 作 業 を し た 場 合 に は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 口 内 腔 部 を 破 損 さ せ る 可
能 性 が あ り 、 ま た 穿 刺 針 が 突 出 し た 状 態 で 鉗 子 口 か ら 引 き 抜 い た 際 に は 穿 刺 針 か ら の 薬 液
が 飛 散 し た り す る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 別 の タ イ プ と し て 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る グ リ ッ プ 構 造 と し て 、 外 部 グ リ ッ プ の
内 腔 内 を 前 後 す る 内 部 グ リ ッ プ を 有 し 。 外 筒 カ テ ー テ ル の 末 端 側 内 腔 に テ ー パ ー 面 を 設 け
、 ま た 内 部 グ リ ッ プ 外 周 に も テ ー パ ー 面 を 設 け 、 穿 刺 針 を 突 出 す る 際 に は 、 外 部 グ リ ッ プ
側 に 内 部 グ リ ッ プ を 押 込 み 、 両 方 の テ ー パ ー 面 が 合 わ さ る 部 分 で 突 出 し た 状 態 と な る が 、
こ の タ イ プ で も 前 記 の タ イ プ と 同 じ よ う に 穿 刺 針 が 外 筒 カ テ ー テ ル の 内 腔 内 に 収 納 さ れ た
状 態 に あ る の か 、 そ れ と も 突 出 し た 状 態 に あ る の か を ひ と 目 で は 判 断 し 難 く 、 前 記 と 同 じ
よ う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 １ － ６ ８ ０ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ２ － １ ３ ９ ６ ４ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は か か る 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し た も の で 、 穿 刺 針 が 外 筒 カ テ ー テ ル か ら
突 出 し た 状 態 に あ る の か 、 そ れ と も 外 筒 カ テ ー テ ル 内 腔 内 に 収 納 さ れ た 状 態 に あ る の か を
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容 易 に 確 認 で き る 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 の 患 部 に 薬 液 等 を 注 入 す る 内 視 鏡 用 注 射 針 を 提
供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
す な わ ち 本 発 明 は 、 先 端 に 穿 刺 針 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 後 端 に は シ リ ン ジ が 接 続 さ れ る
内 部 グ リ ッ プ が 取 り 付 け ら れ た 内 筒 カ テ ー テ ル 、 該 内 筒 カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後 で き
る 内 腔 を 有 し た 外 筒 カ テ ー テ ル 、 及 び 該 外 筒 カ テ ー テ ル 末 端 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 内
部 グ リ ッ プ が 長 手 方 向 に 前 後 で き る 内 腔 を 有 し た 外 部 グ リ ッ プ と か ら 構 成 さ れ る 内 視 鏡 用
注 射 針 で あ っ て 、 該 外 筒 カ テ ー テ ル の 先 端 か ら 該 穿 刺 針 が 突 出 し て い る こ と を 示 す 表 示 を
該 内 部 グ リ ッ プ の 外 周 上 の 一 部 に 設 け 、 更 に 該 外 部 グ リ ッ プ の 外 周 の 一 部 に 窓 又 は 溝 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 注 射 針 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 図 面 で 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 一
実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注 射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） の 内 腔 内 に 収 納 さ
れ た 状 態 に あ り 、 穿 刺 針 （ ２ ） の 突 出 状 態 を 示 す 表 示 窓 （ ８ ） に は 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の
外 周 上 の 色 が 見 え て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は 本 発 明 の 第 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用
注 射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） の 先 端 か ら 突 出 し て い る 状 態 に あ り 、 穿
刺 針 （ ２ ） の 突 出 状 態 を 示 す 表 示 窓 （ ８ ） に は 突 出 状 態 を 示 す 表 示 （ ９ ） が 見 え て い る 状
態 を 示 す も の で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 の 第 二 実 施 例 と な る 内 視 鏡 注 射 針 で 、 外 部 グ リ ッ プ （
５ ） の 外 周 上 の 溝 （ １ ０ ） に 突 出 、 収 納 状 態 を 表 示 す る も の で あ り 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒
カ テ ー テ ル （ ４ ） 内 腔 内 に 収 納 さ れ た 状 態 に あ り 、 溝 （ １ ０ ） に は 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の
外 周 上 の 色 が 見 え て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ は 本 発 明 の 第 二 実 施 例 と な る 内 視 鏡 注
射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 先 端 か ら 突 出 し て い る 状 態 に あ り 、 穿 刺 針
（ ２ ） の 突 出 状 態 を 示 す 表 示 （ ９ ） が 溝 （ １ ０ ） に 見 え て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 用 注 射 針 の 第 一 実 施 例 を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 薬 液 を 流 す た め の 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） 、 内 筒 カ テ ー テ ル （
１ ） 先 端 に 取 り 付 け ら れ 、 患 部 に 穿 刺 す る た め の 穿 刺 針 （ ２ ） 、 内 筒 カ テ ー テ ル の 末 端 に
取 り 付 け ら れ 、 薬 液 を 注 入 す る た め の シ リ ン ジ が 取 り 付 け ら れ る 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） 、 内
筒 カ テ ー テ ル （ １ ） 及 び 穿 刺 針 （ ２ ） を 内 腔 に 挿 入 し た 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 、 外 筒 カ テ
ー テ ル （ ４ ） の 末 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） を 内 腔 に 挿 入 し た 外 部 グ リ ッ プ
（ ５ ） 、 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） の 先 端 に 位 置 し 、 外 部 グ リ ッ プ 先 端 部 か ら 出 た 内 筒 カ テ ー テ
ル （ １ ） と 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） の 折 れ 曲 が り を 防 止 す る キ ン ク 防 止 チ ュ ー ブ （ ７ ） 、 外
筒 カ テ ー テ ル 先 端 か ら 突 出 す る 穿 刺 針 （ ２ ） の 長 さ を 設 定 す る ア ジ ャ ス タ ー リ ン グ （ ６ ）
、 及 び 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 先 端 か ら 突 出 し て い る こ と を 表 示 し 、 外 部 グ
リ ッ プ の 外 周 上 に 位 置 す る 表 示 窓 （ ８ ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の
外 周 上 の 一 部 に は 、 穿 刺 針 が 突 出 状 態 に あ る こ と を 示 す た め に 、 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） を 外
部 グ リ ッ プ （ ５ ） 側 へ 押 し 込 ん だ 際 に 、 表 示 窓 （ ８ ） に 一 致 す る 位 置 に 突 出 状 態 を 示 す 表
示 （ ９ ） が 予 め し る さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 注 射 針 の 操 作 方 法 と し て は 、 安 全 の た め 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 先 端 の 内 腔
に 位 置 し て い る 穿 刺 針 （ ２ ） を 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） か ら 突 出 さ せ る た め 、 こ の 状 態 で 内
部 グ リ ッ プ （ ３ ） の 外 周 部 に 付 設 さ れ た ア ジ ャ ス タ ー リ ン グ （ ６ ） の 位 置 を 前 後 さ せ て 突
出 長 を ま ず 設 定 す る 。 こ の 状 態 で は 穿 刺 針 は 突 出 さ れ て い な い た め 、 外 部 グ リ ッ プ 外 周 上
に 位 置 す る 表 示 窓 （ ８ ） 内 に は 内 部 グ リ ッ プ の 外 周 上 の 色 が 見 え て い る 。 次 に 外 部 グ リ ッ
プ （ ５ ） 側 へ 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） を 押 し 込 み 、 ア ジ ャ ス タ ー リ ン グ （ ６ ） が 外 部 グ リ ッ プ
（ ５ ） 末 端 に 突 き 当 た る と 、 押 し 込 ま れ た 長 さ だ け 穿 刺 針 （ ２ ） は 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ）
内 腔 を 前 方 に 進 み 、 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 先 端 か ら 穿 刺 針 （ ２ ） が 突 出 す る 。 そ し て 突 出
し た 穿 刺 針 （ ２ ） が 患 部 に 穿 刺 さ れ 、 図 示 は し て い な い が 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の 末 端 に 取
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り 付 け ら れ た シ リ ン ジ に よ り 薬 剤 等 を 患 部 に 注 入 す る 。 こ の 状 態 で は 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ）
の 表 示 窓 （ ８ ） 内 に は 前 記 し た と お り 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の 外 周 上 の 一 部 に 突 出 状 態 を 示
す 表 示 （ ９ ） が 見 え て お り 、 容 易 に 突 出 状 態 が 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 図 ３ 、 図 ４ は 本 発 明 の 第 二 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注 射 針 で 第 一 実 施 例 の 表 示 窓 （ ８ ）
に か わ り 溝 （ １ ０ ） を 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） の 外 周 上 に 付 設 し た も の で あ る 。 操 作 方 法 は 第
一 実 施 例 と 同 様 で あ り 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 内 腔 内 に 収 納 さ れ て い る 状
態 で は 溝 （ １ ０ ） に は 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） 外 周 上 の 色 が 見 え て お り 、 突 出 し た 状 態 で は 溝
（ １ ０ ） に は 内 筒 カ テ ー テ ル 外 周 上 の 一 部 に し る し た 突 出 状 態 を 示 す 表 示 （ ９ ） が 見 え る
た め 、 こ の 場 合 で も 容 易 に 突 出 状 態 が 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
突 出 状 態 を 示 す 表 示 窓 （ ８ ） ま た は 溝 （ １ ０ ） は 、 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） 外 周 上 の 一 部 に 設
け ら れ る が 、 位 置 と し て は 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） を 握 っ た 際 に 隠 れ る こ と な く 、 ま た 見 や す
い 位 置 で あ れ ば 、 位 置 は 規 定 し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の 外 周 上 の 一 部 に 位 置 す る 突 出 状 態 を 示 す 表 示 （ ９ ） と し て は 、 ひ と
目 見 た だ け で 、 穿 刺 針 が 突 出 し て い る こ と が わ か る よ う 、 突 出 状 態 に あ る 時 に 表 示 窓 （ ８
） 内 ま た は 溝 （ １ ０ ） 内 が は っ き り と 視 認 で き な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 、 外 部 グ リ ッ
プ （ ５ ） の 外 周 上 の 色 と 対 照 色 に す る こ と で 、 コ ン ト ラ ス ト が は っ き り し て 視 認 性 が 向 上
す る た め 好 ま し い 。 ま た 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） 外 周 上 の 色 も 外 部 グ リ ッ プ の 外 周 上 の 色 と 同
色 に す れ ば 、 更 に 表 示 窓 （ ８ ） 内 ま た は 溝 （ １ ０ ） 内 で の 突 出 状 態 を 示 す 表 示 （ ９ ） の 視
認 性 が 向 上 す る た め 好 ま し い 。 そ し て 突 出 状 態 を 示 す 表 示 （ ９ ） の 着 色 も は っ き り と 視 認
で き る よ う に 、 シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 や ホ ッ ト ス タ ン プ 印 刷 ま た は シ ー ル を 貼 り 付 け る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） の 形 状 と し て は 、 穿 刺 針 を 突 出 さ せ る 際 に 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） 外 形 部
分 を 手 で 保 持 し て 内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） を 押 し 込 む た め 、 円 筒 形 状 や 多 角 柱 形 状 な ど が 好 ま
し い が 、 握 り や す い 形 状 で あ れ ば 限 定 は さ れ な い 。 ま た 材 質 と し て は 加 工 性 に 優 れ 、 安 価
で 軽 量 な プ ラ ス チ ッ ク が 好 ま し く 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 硬 質 ポ リ 塩 化 ビ
ニ ル 樹 脂 が 更 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
内 部 グ リ ッ プ （ ３ ） の 形 状 と し て は 、 末 端 に は 薬 液 を 注 入 す る た め の シ リ ン ジ が 接 続 さ れ
、 高 粘 度 の 薬 液 が 注 入 さ れ る た め 、 ル ア ー テ ー パ ー 形 状 の シ リ ン ジ が 接 続 で き る 形 状 と す
る こ と が 好 ま し い 。 ま た 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） の 内 腔 に 挿 入 さ れ て 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） と 一
体 で 使 用 さ れ る た め 、 材 質 と し て は 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） と 同 等 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） 、 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） の 材 質 と し て は 、 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 内
腔 を 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） が 長 手 方 向 に 前 後 し 、 そ し て 内 視 鏡 の 鉗 子 口 よ り 外 筒 カ テ ー テ
ル （ ４ ） が 挿 入 さ れ る た め 、 共 に 表 面 の 滑 り 性 が よ く 、 ま た 穿 刺 後 に カ テ ー テ ル を 透 し て
針 の 根 元 部 分 に お い て 血 液 の 逆 流 を 視 認 で き な け れ ば な ら な い た め 透 明 性 の あ る も の が 好
ま し い 。 さ ら に 内 視 鏡 先 端 か ら 突 出 し た カ テ ー テ ル を 患 部 に 穿 刺 す る た め 、 こ の 際 に は カ
テ ー テ ル が 曲 が る こ と な く 、 ま た 湾 曲 し た 内 視 鏡 内 腔 を 前 後 に 移 動 さ せ る 際 に は 適 度 に 曲
が る 弾 性 の あ る 材 質 が 好 ま し く 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 樹 脂 （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 テ ト ラ
フ ル オ ロ エ チ レ ン － ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 樹 脂 （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 ポ リ ア ミ ド 系 エ
ラ ス ト マ ー 、 軟 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） な ど の 合 成 樹 脂
を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た カ テ ー テ ル の 寸 法 と し て は 、 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） は 高 粘 度 の 薬 液 が 流 れ る た め 細 す
ぎ る と 薬 液 注 入 抵 抗 が 高 く な り 、 太 す ぎ る と 薬 液 注 入 抵 抗 が 低 く な り す ぎ 共 に 操 作 性 が よ
く な い た め 、 内 径 と し て は ０ ． ４ ～ １ ． ２ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 外 径 と し て は 薬 液 注 入 の 際 の
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圧 力 に 耐 え る こ と が で き る 厚 み を も っ た 外 径 で あ れ ば 寸 法 は 規 定 し な い 。 ま た 外 筒 カ テ ー
テ ル （ ４ ） の 内 径 は 、 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） 外 径 と 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 内 径 の 間 隙 が 狭
い と 穿 刺 針 （ ２ ） を 突 出 あ る い は 収 納 す る 際 に 摩 擦 抵 抗 が 大 き く な り 、 ま た 広 す ぎ る と 内
視 鏡 を 曲 げ た 湾 曲 部 に お い て は 、 湾 曲 し た 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） 内 径 に 沿 う よ う に 内 筒 カ
テ ー テ ル （ １ ） 外 径 部 が 湾 曲 側 に 密 着 す る た め 、 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） の 長 さ が 短 く な り
、 設 定 し た 突 出 長 よ り 短 く な る た め 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） の 外 径 よ り ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ
大 き く し た 内 径 と す る こ と が 好 ま し い 。 外 径 と し て は 内 視 鏡 の 鉗 子 口 に ス ム ー ス に 挿 入 で
き 、 送 気 、 吸 引 の 妨 げ と な ら な け れ ば 寸 法 は 規 定 し な い 。 さ ら に 長 さ と し て は 内 筒 カ テ ー
テ ル （ １ ） 、 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） と も 穿 刺 す る 部 位 に よ り 違 い は あ る が 、 １ ． ５ ～ ２ ．
５ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） か ら 飛 び 出 し た 内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） と 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） の 折 れ
曲 が り を 防 止 す る た の キ ン ク 防 止 チ ュ ー ブ （ ７ ） は 、 外 筒 カ テ ー テ ル （ ４ ） の 外 径 部 を 覆
う よ う に 外 部 グ リ ッ プ に 接 着 や 圧 着 な ど で 取 り 付 け ら れ て お り 、 内 外 筒 カ テ ー テ ル の 折 れ
曲 が り を 防 止 す る た め の チ ュ ー ブ の た め 弾 性 の あ る 材 質 が 好 ま し く 、 ポ リ ア ミ ド 系 エ ラ ス
ト マ ー 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） な ど の 合 成 樹 脂 が 好 ま し
く 、 外 部 グ リ ッ プ （ ５ ） か ら の 長 さ と し て は ３ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 ま た 折 れ 曲 が り
の 防 止 に な れ ば 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 用 い る の も 好 ま し い 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
内 筒 カ テ ー テ ル （ １ ） の 先 端 に 取 り 付 け ら れ て い る 穿 刺 針 （ ２ ） の サ イ ズ と し て は ２ ０ Ｇ
～ ２ ５ Ｇ が 好 ま し く 、 使 用 す る 部 位 や 薬 液 に よ り 選 択 す れ ば よ く 、 ま た 外 筒 カ テ ー テ ル （
４ ） 先 端 か ら 突 出 す る 穿 刺 針 （ ２ ） の 長 さ と し て は ２ ～ ８ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 こ の 場 合 も 使
用 す る 部 位 に よ り 選 択 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 穿 刺 針 が 外 筒 カ テ ー テ ル 内 腔 内 に 収 納 さ れ て い る 状 態 な
の か 、 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 よ り 突 出 し て い る 状 態 な の か を 容 易 に 確 認 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注 射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （
４ ） の 内 腔 内 に 収 納 さ れ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注 射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （
４ ） の 先 端 か ら 突 出 し て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注 射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （
４ ） 内 腔 内 に 収 納 さ れ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注 射 針 で 、 穿 刺 針 （ ２ ） が 外 筒 カ テ ー テ ル （
４ ） 先 端 か ら 突 出 し て い る 状 態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 内 筒 カ テ ー テ ル
２ 　 穿 刺 針
３ 　 内 部 グ リ ッ プ
４ 　 外 筒 カ テ ー テ ル
５ 　 外 部 グ リ ッ プ
６ 　 ア ジ ャ ス タ ー リ ン グ
７ 　 キ ン ク 防 止 チ ュ ー ブ
８ 　 表 示 窓
９ 　 突 出 状 態 を 示 す 表 示
１ ０ 　 溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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